
「第７回宇宙産業シンポジウム」 
‐日本の宇宙産業の発展に向けた課題と対応の方向- 

 
    開催日：平成２１年１２月９日（水） 13:00～17:00 
    

場 所：（財）機械産業記念事業財団 TEPIA ホール 
       東京都港区北青山 2-8-44       TEL 03-5474-6111（代） 
       東京メトロ銀座線外苑前駅下車 3 番出口 
   主 催：（財）無人宇宙実験システム研究開発機構(USEF) 
   後 援（予定）：経済産業省（METI）、（独）新エネルギー･産業技術総合開発機構（NEDO） 
            （独）情報通信研究機構（NiCT）、（独）宇宙航空研究開発機構（JAXA） 
             （財）資源・環境観測解析センター（ERSDAC） 

（財）資源探査用観測システム・宇宙環境利用研究開発機構（JAROS） 
（財）衛星測位利用推進センター（SPAC） 
（社）日本航空宇宙工業会（SJAC） 

   参加費：無料 
 
                    ＜プログラム＞ 
  開 会 13:00～13:15   
  第１部 講 演 13:15～14:45   
    (1) 「2009 年版宇宙競争力指数」の概要と日本の課題 
          講師：Joe Fuller 氏（Futron 社 社長） 
 

「2009 年版宇宙競争力指数」報告をベースに、その各国の政府政策、人的資源、
産業基盤の 3 要素に着目したグローバルな競争力比較の手法による国別、等の評
価の概要を紹介する。 

    
  (2) USEF の技術開発の系譜と今後 

講師：伊地智 幸一（USEF理事） 
 
USEF が、これまでの事業展開において構築してきた基盤技術のポイントを紹介
して、その技術進化と組合せ活用の構造と今後の方向について明らかにする。 

  
  （休憩） 14:45～15:00  
 
  第２部 パネルディスカッション  15:00～17:00     
        テーマ：日本の宇宙産業の発展に向けての課題と対応の方向 
  
        今後の日本の宇宙産業発展に向けて、グローバルな競争力の視点から、「ビジ

ネスプロセスアプローチと日本の課題、対応の方向」による問題提起を行い、パ
ネリストとの間で意見交換して、衛星産業を中心としてその現状と発展に向けて
の課題、対応の方向を明らかにする。 

 
         ・コーディネータ：三本松 進（USEF 専務理事） 
       ・パネリスト：Joe Fuller 氏（Futron 社 社長） 

金子 修一 氏（経済産業省 宇宙産業室長） 
中須賀 真一 氏（東京大学教授） 
伊地智 幸一（USEF 理事） 

    
◆シンポジウム終了後に懇親会を行います（会費：1,000 円）。 

 


